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１
．
は
じ
め
に

　

サ
ー
ビ
ス
経
済
化
が
言
わ
れ
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
就
業
者
が
製
造
業
の
就
業
者
を
上
回
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し
い
。
し
か
し
、
製

造
業
に
お
け
る
人
材
育
成
・
能
力
開
発
が
国

際
競
争
力
の
維
持
と
い
っ
た
課
題
や
、「
二
〇

〇
七
年
問
題
」
に
伴
う
技
能
継
承
の
問
題
な

ど
と
の
関
連
で
し
ば
し
ば
社
会
的
に
注
目
さ

れ
る
の
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
人

材
育
成
・
能
力
開
発
は
さ
ほ
ど
脚
光
を
浴
び

て
こ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
昨

今
、
と
く
に
二
〇
〇
八
年
後
半
の
金
融
危
機

を
発
端
と
す
る
経
済
不
況
以
降
、
新
た
な
雇

用
の
受
け
皿
を
模
索
す
る
動
き
の
中
で
、
介

護
分
野
で
の
人
材
不
足
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の
分
野
で
の
人
材
育
成
の

あ
り
方
が
徐
々
に
社
会
的
な
関
心
を
集
め
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
国
際
的
に

み
て
生
産
性
が
低
い
と
い
わ
れ
る
日
本
の

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
の
鍵
を
良
質

な
人
材
の
育
成
・
確
保
に
見
出
し
、
育
成
・

確
保
が
促
進
さ
れ
る
環
境
を
整
え
よ
う
と
す

る
動
き
も
出
て
い
る（
１
）。

　

最
近
の
流
れ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
今
や

経
済
活
動
と
い
う
観
点
か
ら
も
雇
用
・
就
業

と
い
う
観
点
か
ら
見
て
も
大
き
な
比
重
を
も

つ
に
い
た
っ
た
サ
ー
ビ
ス
業
分
野
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
人
材
育
成
・
能
力
開
発
が
展
開

さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
わ
が
国
経
済
や
多
く

の
働
く
人
々
の
今
後
を
大
き
く
左
右
し
う
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
の
調

査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
中
小
企
業
に
お
け

る
能
力
開
発
・
人
材
育
成
』

で
は
、
二
〇
〇
八
年
度
か

ら
サ
ー
ビ
ス
業
分
野
に
お

け
る
企
業
・
従
業
員
の
人

材
育
成
・
能
力
開
発
に
関

わ
る
活
動
や
、
業
種
単
位

で
の
取
り
組
み
に
焦
点
を

あ
て
た
調
査
研
究
を
進
め

て
い
る
。

　

も
っ
と
も
一
口
に
サ
ー

ビ
ス
業
と
い
っ
て
も
そ
の

範
囲
は
広
く
、
す
べ
て
を

カ
バ
ー
し
た
調
査
研
究
は

難
し
い
。
上
記
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
「
日
本
標
準
産
業
分
類
」
の
サ
ー
ビ
ス
業

に
該
当
す
る
範
囲
か
ら
、
医
療
・
福
祉
、
情

報
通
信
、
教
育
・
学
習
支
援
と
い
っ
た
分
野

に
も
視
野
を
広
げ
た
う
え
で
、
近
年
就
業
者

の
伸
び
が
著
し
い
業
種
や
、
就
業
者
数
は
必

ず
し
も
伸
び
て
は
い
な
い
も
の
の
就
業
者
数

の
規
模
が
他
に
比
べ
て
大
き
い
業
種
を
取
り

上
げ
、
そ
の
な
か
か
ら
さ
ら
に
既
存
の
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
や

能
力
開
発
の
業
種
別
の
動
向
の
異
同（
２
）
を

考
慮
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
の
対
象
を
選
ん

で
い
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
経
緯
で
選
択

し
た
八
つ
の
業
種（
①
建
物
サ
ー
ビ
ス
業（
ビ

ル
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
）、
②
学
習
塾
、
③

美
容
業
、
④
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、
⑤
葬
祭
業
、

⑥
自
動
車
整
備
業
、
⑦
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス

業
、
⑧
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
業
）
に
お
け
る

人
材
育
成
・
能
力
開
発
の
動
向
を
、
二
〇
〇

九
年
一
〜
三
月
に
か
け
て
関
東
地
方
で
実
施

し
た
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
３
）
の
結
果

（
回
答
数
八
九
七
社
）
に
基
づ
い
て
見
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。

２
． 

基
幹
的
職
種
に
従
事
す
る
人

材

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
各
社
の

事
業
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い
て
、

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
最
も
人
数

が
多
い
職
種
」
を
「
基
幹
的
職
種
」
と
定
義

し
、
こ
の
職
種
に
従
事
し
て
い
る
人
材
が
各

社
の
い
わ
ば
中
核
人
材
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

　

各
業
種
の
基
幹
的
職
種
に
関
す
る
回
答
を

図
表
１
に
ま
と
め
た
。
老
人
福
祉
、
学
習
塾
、

葬
祭
、
自
動
車
整
備
は
基
幹
的
職
種
が
ほ
ぼ

一
つ
に
限
定
さ
れ
る
。
一
方
、
情
報
サ
ー
ビ

ス
や
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
は
回
答
が
分
散
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
業
種
に
お
け
る
基
幹
的

図表１　各業種の「基幹的職種」

学習塾 講師（88.0）

建物サービス 一般清掃業務（63.9）、設備管理業務（24.3）

自動車整備 自動車整備（76.5）

情報サービス システムエンジニア（42.7）、営業・コンサルタント（14.0）、
プログラマ（11.9）

葬祭 セレモニースタッフ（94.6）

土木建築サービス 建築設計（28.0）、土木設計（19.0）、測量（14.9）

美容 美容師（95.7）

老人福祉 ヘルパー・ケアマネージャーなどの介護職員（97.1）

注：カッコ内の数字は各業種に該当する企業における回答の割合。

サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
人
材
育
成
・
能
力
開
発

―
―

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
業
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

　

藤
本　

真
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職
種
の
確
保
・
育
成
を
検
討
す
る
際
に
は
、

さ
ら
に
業
態
に
よ
る
相
違
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

で
は
、
基
幹
的
職
種
に
従
事
す
る
従
業
員

の
う
ち
、
一
人
立
ち
し
て
会
社
を
支
え
る
レ

ベ
ル
の
人
材
に
会
社
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、

ど
の
程
度
の
仕
事
上
の
能
力
な
の
だ
ろ
う
か
。

図
表
２
は
基
幹
的
職
種
に
従
事
し
て
い
る
従

業
員
に
つ
い
て
、「
一
人
前
」
と
呼
べ
る
の
は

ど
の
く
ら
い
の
能
力
レ
ベ
ル
に
達
し
た
と
き

で
あ
る
か
を
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。
い
ず

れ
の
業
種
も
「
単
独
で
仕
事
が
こ
な
せ
る
レ

ベ
ル
」、「
部
下
や
後
輩
に
指
示
や
助
言
を
し

な
が
ら
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
」
に
回

答
が
集
中
し
て
お
り
、
美
容
以
外
の
業
種
で

は
「
単
独
で
仕
事
が
こ
な
せ
る
レ
ベ
ル
」
の

回
答
が
最
も
多
い
。
一
方
、
美
容
は
「
部
下

や
後
輩
に
指
示
や
助
言
を
し
な
が
ら
仕
事
を

さ
せ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
」
の
回
答
が
最
も
多
く
、

他
の
業
種
に
比
べ
て
「
一
人
前
」
の
基
幹
的

職
種
従
事
者
に
求
め
る
レ
ベ
ル
が
高
い
傾
向

に
あ
る
と
言
え
る
。
美
容
に
お
け
る
回
答
が

こ
う
し
た
傾
向
を
示
す
の
は
、
美
容
業
で
働

く
人
々
の
多
く
が
独
立
開
業
を
目
指
し
て
お

り
、
企
業
側
に
も
部
下
や
後
輩
を
使
っ
て
、

顧
客
の
ケ
ア
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
担
当
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
こ
そ
一
人
前
と
い
う
見

方
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

　
「
一
人
前
」
と
呼
ば
れ
る
、「
単
独
で
仕
事

が
で
き
る
レ
ベ
ル
」、「
部
下
や
後
輩
に
指
示

や
助
言
を
し
な
が
ら
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
る
レ

ベ
ル
」
の
基
幹
的
職
種
の
従
事
者
を
各
企
業

が
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
る
か
を
見
て
み

る
と
（
図
表
３
）、
美
容
、
老
人
福
祉
は
い

ず
れ
の
レ
ベ
ル
も
「
社
内
に
す
で
に
い
る
人

材
を
育
成
し
て
埋
め
る
」
と
い
う
回
答
が
半

数
を
超
え
、
他
業
種
よ
り
も
育
成
に
よ
っ
て

「
一
人
前
」
の
レ
ベ
ル
の
中
核
人
材
を
確
保

し
て
い
こ
う
と
い
う
傾
向
が
強
い
。
同
様
に

学
習
塾
、
自
動
車
整
備
、
葬
祭
も
育
成
に
よ

る
確
保
が
主
流
の
業
界
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
い
ず
れ
の
レ

ベ
ル
の
人
材
も
育
成
に
よ
っ
て
確
保
す
る
と

い
う
回
答
の
割
合
が
一
番
高
い
も
の
の
、「
外

部
か
ら
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
採
用
し
て
埋

め
る
」
の
回
答
の
割
合
と
さ
ほ
ど
差
が
な
く
、

中
核
人
材
の
確
保
に
関
し
て
内
部
養
成
と
外

部
調
達
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
が
業
界
内
で

同
程
度
の
比
重
を
も
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
業
は
、「
単
独

で
仕
事
が
で
き
る
レ
ベ
ル
」
に
つ
い
て
は
外

部
か
ら
の
調
達
と
い
う
回
答
が
内
部
育
成
よ

り
も
若
干
多
く
な
る
が
、「
部
下
や
後
輩
に
指

示
や
助
言
を
し
な
が
ら
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
る

レ
ベ
ル
」
の
確
保
で
は
内
部
育
成
に
比
重
が

移
る
。
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
外
部
か

ら
人
材
を
調
達
し
、

さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル

の
人
材
に
つ
い
て
は

外
部
か
ら
調
達
し
た

人
材
を
育
成
し
て
確

保
す
る
と
い
う
こ
と

が
珍
し
く
な
い
業
種

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
概
観
し

て
き
た
「
一
人
前
」

の
基
幹
的
職
種
従
事

者
に
ど
の
程
度
の
仕

事
上
の
能
力
を
求
め

る
か
と
い
っ
た
点
や
、

そ
う
し
た
人
材
を
ど

の
よ
う
な
形
で
確
保

し
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
か
と
い
う
企
業

の
意
向
は
、
企
業
の

人
材
育
成
・
能
力
開

発
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
・
ニ
ー
ズ
や
、
実

際
の
取
り
組
み
を
か

な
り
規
定
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

図表２　基幹的職種従事者の「一人前」のレベル
 （単位：％、n=897）

n
先輩・上司の細
かな指示で仕事
をこなせるレベル

先輩・上司の大ま
かな指示で仕事
をこなせるレベル

単独で仕事をこ
なせるレベル

部下や後輩に指
示や助言をしな
がら仕事をさせ
られるレベル

職場で最も難し
い仕事をこなせ
るレベル

無回答

学習塾 50 2.0 10.0 50.0 30.0 4.0 4.0 
建物サービス 144 2.8 4.9 52.8 29.2 4.2 6.3 
自動車整備 162 1.9 4.3 48.1 23.5 6.8 15.4 
情報サービス 143 0.0 6.3 52.4 33.6 3.5 4.2 
葬祭 56 0.0 8.9 44.6 19.6 10.7 16.1 
土木建築サービス 168 0.6 5.4 55.4 25.0 4.8 8.9 
美容 70 1.4 5.7 34.3 45.7 4.3 8.6 
老人福祉 104 0.0 9.6 59.6 20.2 2.9 7.7 

図表３　「一人前」の基幹的職種従事者を充足する方法
 （単位：％、ｎ＝897）

社内にすでにい
る人材を育成し
て埋める

社内の他の部署
にいる者を異動
して埋める

外部から即戦力
となる人材を採
用して埋める

無回答

学習塾
単独で仕事がこなせる人材 44.0 12.0 24.0 20.0 
部下や後輩に仕事をさせられる人材 40.0 22.0 18.0 20.0 

建物サービス
単独で仕事がこなせる人材 43.8 13.2 26.4 16.7 
部下や後輩に仕事をさせられる人材 36.1 13.9 27.1 22.9 

自動車整備
単独で仕事がこなせる人材 41.4 6.8 23.5 28.4 
部下や後輩に仕事をさせられる人材 43.2 7.4 16.7 32.7 

情報サービス
単独で仕事がこなせる人材 42.0 9.1 35.0 14.0 
部下や後輩に仕事をさせられる人材 39.2 11.9 31.5 17.5 

葬祭
単独で仕事がこなせる人材 44.6 10.7 19.6 25.0 
部下や後輩に仕事をさせられる人材 39.3 17.9 21.4 21.4 

土木建築サービス
単独で仕事がこなせる人材 38.7 8.9 39.9 12.5 
部下や後輩に仕事をさせられる人材 46.4 9.5 26.8 17.3 

美容
単独で仕事がこなせる人材 51.4 5.7 20.0 22.9 
部下や後輩に仕事をさせられる人材 52.9 14.3 7.1 25.7 

老人福祉
単独で仕事がこなせる人材 55.8 7.7 26.0 10.6 
部下や後輩に仕事をさせられる人材 51.0 19.2 19.2 10.6 
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３
． 

基
幹
的
職
種
を
対
象
と
し
た

教
育
訓
練
・
能
力
開
発

　

次
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
企
業
で
行
わ
れ
て

い
る
教
育
訓
練
・
能
力
開
発
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
基
幹
的
職
種
に
従
事
す
る
従
業
員

を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
に
絞
っ
て
見
て
い

く
こ
と
と
し
よ
う
。

　

基
幹
的
職
種
に
従
事
す
る
従
業
員
の
教
育

訓
練
の
た
め
の
職
場
で
の
取
り
組
み
の
状
況

に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
（
図
表
４
）、

い
ず
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
「
進
め
て

い
る
」
と
い
う
回
答
の
割
合
が
他
業
種
に
比

べ
て
高
か
っ
た
の
は
美
容
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、「
指
導
者
を
決
め
、計
画
に
そ
っ
て
育
成
・

能
力
開
発
を
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
企
業
の

割
合
は
群
を
抜
い
て
高
い
。
ま
た
、
各
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
い
う
回
答
の
割
合
を

合
計
し
て
み
る
と
、
美
容
に
次
い
で
職
場
で

の
取
り
組
み
が
盛
ん
な
の
は
老
人
福
祉
で
、

「
社
員
に
よ
る
勉
強
会
や
提
案
発
表
会
」
を

進
め
て
い
る
と
す
る
企
業
の
割
合
は
、
美
容

に
匹
敵
す
る
。
一
方
、
自
動
車
整
備
や
学
習

塾
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
職
場
で
の
教
育
訓
練

の
取
り
組
み
が
比
較
的
低
調
で
あ
る
。
情
報

サ
ー
ビ
ス
は
「
作
業
標
準
書
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
使
っ
て
育
成
・
能
力
開
発
を
行
っ
て
い
る
」

と
い
う
企
業
の
割
合
が
、ま
た
学
習
塾
は「
関

連
す
る
業
務
も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
経
験
さ

せ
て
い
る
」
と
い
う
企
業
の
割
合
が
他
業
種

よ
り
も
目
立
っ
て
低
く
な
っ
て
い
る

　

基
幹
的
職
種
に
従
事
す
る
従
業
員
を
対
象

と
し
た
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
（
会
社
が
実
施
す
る
、

仕
事
を
離
れ
た
教
育
訓
練
）
の
実
施
状
況
に

目
を
向
け
る
と
（
図
表
５
）、
実
施
し
て
い

な
い
と
い
う
回
答
の
割
合
が
少
な
い
、
つ
ま

り
企
業
が
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
を
積
極
的
に
行
う

傾
向
が
強
い
業
種
は
、
老
人
福
祉
、
美
容
と

い
っ
た
業
種
で
、
職
場
で
の
教
育
訓
練
を
積

極
的
に
進
め
る
傾
向
が
強
い
業
種
と
一
致
す

る
。
逆
に
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
て
い
な

い
と
い
う
回
答
が
四
割
弱
と
目
立
っ
て
多

か
っ
た
の
が
葬
祭
で
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
や
土

木
建
築
サ
ー
ビ
ス
、
学
習
塾
も
実
施
し
て
い

な
い
と
い
う
回
答
の
割
合
が
相
対
的
に
高
い
。

葬
祭
は
職
場
に
お
け
る
取
り
組
み
は
低
調
と

は
言
え
な
い
の
で
、
基
幹
的
職
種
に
従
事
す

る
従
業
員
の
教
育
訓
練
を
も
っ
ぱ
ら
Ｏ
Ｊ
Ｔ

に
よ
っ
て
い
る
業
種
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｏ
ｆ

ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
を
実
施
す
る
目
的
を
見

て
み
る
と
、
老
人
福
祉
や
美
容
と

い
っ
た
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
を
よ
り
積

極
的
に
活
用
し
て
い
る
と
見
ら
れ

る
業
種
は
、「
仕
事
や
作
業
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
上
で
必
要
な
専

門
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た

め
」、「
新
し
い
技
術
・
技
能
・
知

識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
」、「
仕
事

の
際
の
基
本
的
な
心
構
え
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
」、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で

は
習
得
が
難
し
い
体
系
的
な
知

識
・
技
能
を
学
習
さ
せ
る
た
め
」

に
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
て
い

る
と
い
う
回
答
が
多
く
な
っ
て
い

る
。

　

基
幹
的
職
種
に
従
事
す
る
従
業

員
が
自
発
的
に
行
う
教
育
訓
練

（
自
己
啓
発
）
へ
の
企
業
か
ら
の

支
援
の
状
況
は
ど
う
か（
図
表
６
）。

「
支
援
し
て
い
る
」
と
「
支
援
を

検
討
し
て
い
る
」
と
の
回
答
を
合

計
す
る
と
、
多
い
順
に
老
人
福
祉
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
、
土
木
建
築
サ
ー

ビ
ス
と
な
る
。
注
目
に
値
す
る
の

は
、
職
場
で
の
教
育
訓
練
の
取
り

組
み
や
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
の
実
施
状

況
が
低
調
と
見
ら
れ
る
情
報
サ
ー

ビ
ス
で
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
あ

る
。
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
企
業
が
行

う
教
育
訓
練
に
よ
る
よ
り
も
、
従

業
員
個
々
人
で
能
力
開
発
を
行
う

と
い
う
雰
囲
気
が
強
い
業
種
な
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま

た
、
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
を
実
施
す
る

企
業
の
割
合
が
低
か
っ
た
葬
祭
は
、

図表４　基幹的職種に従事する従業員を対象とした職場における教育訓練の取組み
 （単位：％、ｎ＝897）

指導者を決め、
計画にそって育
成・能力開発を
行っている

作業標準書やマ
ニュアルを使っ
て育成・能力開
発を行っている

やさしい仕事から
難しい仕事へと
経験させるように
している

関連する業務も
ローテーションで
経験させている

社員による勉強
会や提案発表会

各取組みを進め
ているという回答

の合計

美容 81.4 62.9 81.4 52.9 67.1 345.7 
老人福祉 57.7 58.7 73.1 51.0 62.5 302.9 
葬祭 46.4 44.6 71.4 44.6 35.7 242.9 
建物サービス 48.6 45.1 70.1 43.8 29.2 236.8 
土木建築サービス 40.5 27.4 72.0 50.6 41.1 231.5 
情報サービス 43.4 20.3 68.5 35.7 43.4 211.2 
自動車整備 40.1 31.5 66.0 39.5 25.3 202.5 
学習塾 50.0 30.0 54.0 24.0 44.0 202.0 

注：各取り組みの数値は、「積極的に進めている」、「ある程度積極的に進めている」と回答した企業の割合の合計。

図表５　基幹的職種に従事する従業員を対象としたOff -JTの実施状況と実施の目的
（単位：％、複数回答、n＝897）

仕事の際
の基本的
な心構え
を身につけ
させるため

OJTでは習
得が難し
い体系的
な知識・技
能を学習
させるため

仕事や作
業をスムー
ズに進め
る上で必
要な専門
知識・技能
を習得させ
るため

OJTで身
につけた
作業のや
り方の裏
づけとなる
知識や理
論を学習
させるため

新たに導
入された
設備機器
等の操作
方法に関
する知識・
技能を習
得させるた
め

新しい技
術・技能・
知識を習
得させるた
め

キャリアの
節目ごとに
必要にな
る知識・技
能を体系
的に習得
させるため

仕事に関
連した資
格を取得
させるため

その他 無回答

基幹的職
種の従業
員を対象
としたoff-
JTは実施
していない

老人福祉 45.2 47.1 58.7 34.6 15.4 46.2 21.2 23.1 0.0 9.6 10.6 
美容 40.0 27.1 44.3 22.9 21.4 42.9 25.7 14.3 1.4 12.9 15.7 
自動車整備 29.6 17.3 37.7 15.4 21.0 40.7 9.3 16.0 1.2 16.7 22.2 
建物サービス 31.3 22.2 38.9 16.0 9.7 23.6 9.0 20.1 1.4 11.1 25.0 
学習塾 32.0 12.0 20.0 16.0 4.0 24.0 12.0 6.0 2.0 26.0 28.0 
土木建築サービス 23.2 19.0 35.7 11.3 9.5 37.5 6.5 19.0 0.6 10.1 28.6 
情報サービス 26.6 32.9 34.3 11.9 9.1 29.4 13.3 4.9 0.0 11.2 30.1 
葬祭 21.4 8.9 25.0 5.4 3.6 16.1 7.1 8.9 1.8 17.9 37.5 
注：各取組みの数値は、「積極的に進めている」、「ある程度積極的に進めている」と回答した企業の割合の合計。



特集―能力開発と人材育成

Business Labor Trend 2009.7

13

自
己
啓
発
支
援
を
実
施
・
検
討
す
る
企
業
の

割
合
も
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
る
教
育
訓
練
の
実

施
状
況
を
併
せ
み
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
基

幹
的
職
種
に
お
け
る
教
育
訓
練
・
能
力
開
発

の
あ
り
方
が
、
①
い
ず
れ
の
手
段
も
積
極
的

に
活
用
さ
れ
る
老
人
福
祉
業
タ
イ
プ
、
②
職

場
で
の
取
り
組
み
や
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
と
い
っ

た
会
社
に
よ
る
取
り
組
み
を
と
り
わ
け
積
極

的
に
活
用
さ
れ
る
美
容
業
タ
イ
プ
、
③
も
っ

ぱ
ら
職
場
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
葬
祭
業
タ
イ
プ
、
④
自

己
啓
発
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
・
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
業

タ
イ
プ
、
⑤
い
ず
れ
の
手
段
も
あ
ま
り
積
極

的
に
は
活
用
さ
れ
て
い
な
い
学
習
塾
タ
イ
プ
、

に
分
け
ら
れ
る
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。

　

各
業
種
で
基
幹
的

職
種
に
従
事
す
る
従

業
員
の
育
成
・
能
力

開
発
を
進
め
る
上
で

課
題
に
の
ぼ
っ
て
い

る
こ
と
を
あ
げ
て
も

ら
う
と
（
図
表
７
）、

葬
祭
や
学
習
塾
、
自

動
車
整
備
で
は
「
特

に
問
題
が
な
い
」
と

い
う
回
答
が
二
割
を

超
え
て
い
る
の
に
対

し
、
老
人
福
祉
、
情

報
サ
ー
ビ
ス
で
は
一

割
程
度
に
と
ど
ま
る
。

老
人
福
祉
で
特
徴
的

な
の
は
、「
一
人
前
に

育
て
て
も
す
ぐ
や
め

て
し
ま
う
」
と
い
う

回
答
の
割
合
が
他
の

業
種
の
二
〜
三
倍
に

達
す
る
こ
と
で
、
美

容
に
も
同
様
の
状
況

が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
二
業
種
は
先
に
み

た
よ
う
に
企
業
が
懸

命
に
教
育
訓
練
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

定
着
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
現
状
が
見
て
取

れ
る
。
一
方
、
老
人
福
祉
と
並
ん
で
問
題
が

な
い
と
考
え
る
企
業
が
少
な
か
っ
た
情
報

サ
ー
ビ
ス
で
は
、「
従
業
員
が
忙
し
す
ぎ
て
、

教
育
訓
練
を
受
け
る
時
間
が
な
い
」、「
外
部

の
教
育
訓
練
機
関
を
使
う
の
に
コ
ス
ト
が
か

か
り
す
ぎ
る
」
と
い
っ
た
、
自
己
啓

発
支
援
に
依
存
す
る
た
め
に
生
じ
が

ち
と
見
ら
れ
る
課
題
を
あ
げ
る
企
業

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

４
． 

資
格
や
社
会
的
な
能

力
評
価
基
準
の
も
つ

意
味

　

サ
ー
ビ
ス
業
の
世
界
に
は
、
就
業

者
個
々
人
が
取
得
で
き
る
数
多
く
の

「
資
格
」
が
存
在
す
る
。
こ
の
資
格

や
、
資
格
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
社

会
的
な
能
力
評
価
基
準
に
つ
い
て
、

企
業
は
ど
の
よ
う
に
見
て
お
り
、
育

成
・
能
力
開
発
を
進
め
る
上
で
い
か

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

業
務
独
占
的
資
格
（
取
得
し
て
い

な
い
と
仕
事
が
で
き
な
い
資
格
）
以

外
に
基
幹
的
職
種
に
従
事
す
る
従
業

員
に
取
得
を
奨
励
し
て
い
る
資
格
が

あ
る
か
ど
う
か
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
や
老
人
福
祉
で

は
七
割
近
く
、
自
動
車
整
備
で
半
数

を
超
え
る
企
業
が
「
あ
る
」
と
答
え

た
の
に
対
し
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
は

「
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
三
割
程
度
、

学
習
塾
で
は
二
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
（
図
表
８
）。
資
格
の
必
要
性
・

重
要
性
に
関
す
る
認
識
は
業
種
間
の

差
が
大
き
い
と
言
え
る
。

　

で
は
、
基
幹
的
職
種
に
従
事
す
る

従
業
員
が
関
係
す
る
既
存
の
資
格
・

検
定
に
つ
い
て
企
業
は
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
既
存
の

資
格
・
検
定
に
つ
い
て
プ
ラ
ス
に
評

図表６　基幹的職種に従事する従業員を対象とした自己啓発支援の実施状況
（単位：％、n＝897）

図表７　基幹的職種に従事する従業員の育成・能力開発における課題
（単位：％、複数回答、n＝897）

特に問題
はない

従業員に
必要な能
力を明ら
かにする
ことが難
しい

従業員に
必要な能
力を明ら
かにでき
ても、う
まく伝え
ることが
できない

従業員の
やる気が
乏しい

従業員が
忙しすぎ
て、教育
訓練を受
ける時間
がない

一人前に
育てても
すぐやめ
てしまう

どこにど
のような
教育訓練
機関があ
るかがわ
からない

適切な内
容やレベ
ルの研修
コースを
設けてい
る教育訓
練機関が
ない

外部の教
育訓練機
関を使う
のにコス
トがかか
りすぎる

教育訓練
に関わる
国の助成
金の申請
手続きが
わからな
い／煩瑣
である

その他 無回答

葬祭 23.2 10.7 7.1 14.3 28.6 16.1 0.0 8.9 14.3 3.6 8.9 7.1 
学習塾 22.0 14.0 8.0 6.0 42.0 16.0 6.0 18.0 24.0 16.0 0.0 6.0 
自動車整備 21.6 8.0 9.9 28.4 35.2 11.1 3.7 4.3 14.8 6.8 1.2 10.5 
美容 15.7 10.0 15.7 25.7 21.4 37.1 7.1 4.3 25.7 7.1 5.7 11.4 
土木建築サービス 15.5 11.3 4.8 14.3 59.5 12.5 3.6 11.9 26.2 3.6 0.6 5.4 
建物サービス 15.3 15.3 8.3 21.5 52.8 18.8 3.5 5.6 27.1 6.3 0.7 4.2 
情報サービス 11.9 17.5 7.0 13.3 58.7 11.2 2.1 7.0 37.1 9.1 2.8 4.9 
老人福祉 9.6 13.5 6.7 16.3 68.3 34.6 0.0 5.8 25.0 5.8 0.0 2.9 

33.3
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40.3

42.3

47.6
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25.7
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価
す
る
傾
向
が
強
い
業
種
は
、
老
人
福
祉
、

土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
、
自
動
車
整
備
、
建
物

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
逆
に
プ
ラ
ス
に
評
価
す

る
傾
向
が
弱
い
の
は
美
容
、
学
習
塾
、
情
報

サ
ー
ビ
ス
で
こ
れ
ら
の
業
種
は
マ
イ
ナ
ス
に

評
価
す
る
傾
向
が
他
業
種
に
比
べ
て
強
い
。

プ
ラ
ス
に
評
価
す
る
業
種
で
は
、「
専
門
性
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
の
に
有
効
」、「
対
外

的
に
自
社
の
従
業
員
の
職
業
能
力
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
」
と
い
っ
た
回
答
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
反
面
マ
イ
ナ
ス
に
評
価
す
る

傾
向
が
強
い
業
種
で
は
、「
職
業
能
力
の
ご
く

一
部
を
証
明
す
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
回

答
が
多
い
（
図
表
９
）。

　

就
業
者
個
々
人
の
能
力
を
、
企
業
横
断
的

に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
的
評
価
基
準
の
必
要
性

は
、
自
動
車
整
備
や
老
人
福

祉
で
よ
り
強
く
認
識
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
社
会
評
価

基
準
を
作
る
場
合
に
、
自
動

車
整
備
で
は
業
界
団
体
が
、

老
人
福
祉
で
は
国
が
主
導
す

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見

が
比
較
的
多
い
。
一
方
、
社

会
的
評
価
基
準
の
必
要
性
に

対
す
る
認
識
が
弱
い
の
は
学

習
塾
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
と

い
っ
た
業
種
で
、
資
格
・
検

定
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス
評
価

の
傾
向
が
強
か
っ
た
業
種
と

一
致
す
る
（
図
表
10
）

５
．
お
わ
り
に

　

以
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
に
基
づ
き
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
人
材

育
成
・
能
力
開
発
を
め
ぐ
る

現
状
を
概
観
し
て
き
た
。
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
代
表
的
な
業

種
に
お
け
る
人
材
育
成
・
能

力
開
発
の
異
同
を
共
通
の
枠

組
み
に
そ
っ
て
と
ら
え
よ
う

と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
の
で
、
本
稿
の
途
中
で

も
触
れ
た
よ
う
に
、
例
え
ば

基
幹
的
職
種
に
従
事
す
る
従

業
員
の
教
育
訓
練
に
お
け
る

手
段
の
相
違
と
い
っ
た
観
点

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
の
特
徴
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
各
業

種
特
有
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
調

査
と
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
業
種
ご
と
の

特
徴
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
さ
す
の
か
は
こ

れ
か
ら
企
業
の
事
例
調
査
な
ど
に
よ
り
深
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
ま
ひ
と
つ
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け

る
人
材
育
成
・
能
力
開
発
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
く
上
で
重
要
な
の
は
、
業
種
ご
と
の
特

徴
と
見
ら
れ
る
も
の
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に

よ
っ
て
生
じ
る
の
か
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る

検
討
で
あ
る
。
こ
の
検
討
を
進
め
る
た
め
に

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
自
体
の
よ
り
詳
細
な

分
析
や
、
企
業
の
事
例
調
査
、
あ
る
い
は
各

業
種
に
お
け
る
業
界
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み

の
調
査
な
ど
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

〔
注
〕

１
．
例
え
ば
、
経
済
産
業
省
に
設
置
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
生
産
性
向
上
に
関
す
る
研
究
会
で
の
議
論
を
受
け

て
、
二
〇
〇
七
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
「
サ
ー
ビ
ス
産

業
生
産
性
協
議
会
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
あ
げ

図表９　基幹的職種に従事する従業員に関連した資格・検定の評価
（単位：％、複数回答、n＝897）

 

資格・検定に関するプラス評価 資格・検定に関するマイナス評価

専門性に対
する意欲を
高めるのに
有効

自分の能力
を冷静に見
直すのに有
効

社内の職業
能力評価を
補完

対外的に自
社の従業員
の職業能力
をアピール
できる

プラス評価
の合計

職業能力の
ごく一部を
証明するに
すぎない

各種の資格
が乱立して
いて内容や
レベルがわ
かりにくい

業務内容に
あった適切
な資格がな
い

業務にあっ
た資格のレ
ベルが低す
ぎる

業務が資格
になじまな
い

マイナス評
価の合計

老人福祉 81.7 53.8 28.8 42.3 206.7 25.0 2.9 1.9 2.9 3.8 36.5 
土木建築サービス 73.2 36.9 25.0 63.7 198.8 23.8 3.6 4.2 1.2 3.6 36.3 
自動車整備 69.8 38.9 24.1 48.1 180.9 22.2 3.7 1.2 2.5 4.3 34.0 
建物サービス 63.9 34.7 23.6 57.6 179.9 19.4 6.9 6.3 2.8 6.9 42.4 
葬祭 48.2 39.3 14.3 37.5 139.3 33.9 1.8 7.1 3.6 10.7 57.1 
情報サービス 52.4 31.5 11.2 40.6 135.7 35.7 9.8 14.0 2.1 19.6 81.1 
学習塾 52.0 36.0 16.0 20.0 124.0 34.0 0.0 14.0 0.0 18.0 66.0 
美容 35.7 35.7 20.0 18.6 110.0 41.4 4.3 8.6 7.1 8.6 70.0 

注：「資格」には業務独占的資格は含まれない

図表８　基幹的職種に従事する従業員に取得を奨励している資格があるか
（単位：％、n＝897）
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ら
れ
る
。

２
．
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
能
力
開
発
に
お
け
る
業
界
別
動
向

の
異
同
を
捉
え
る
観
点
に
つ
い
て
は
、労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
編[2008]『
中
小
企
業
に
お
け
る
能
力
開
発
・

人
材
育
成
‐
予
備
的
考
察
』
の
第
二
章
「
雇
用
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
と
人
材
育
成
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
け
る
産
業
別

の
特
徴
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３
．
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
名
称
は
「
中
小
サ
ー
ビ
ス

業
に
お
け
る
人
材
育
成
・
能
力
開
発
に
関
す
る
企
業
調

査
」
と
言
い
、
本
文
で
あ
げ
た
八
つ
の
業
種
に
該
当
し
、

関
東
地
方
の
都
県
庁
所
在
地
に
本
社
が
所
在
す
る
従
業

員
五
人
以
上
の
企
業
を
対
象
に
、
訪
問
留
め
置
き
調
査

の
形
で
行
わ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
同
時
に
、
調
査
対
象
企
業
に
勤
め
る
従
業
員
を
対

象
と
す
る
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

詳
細
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
は
、
近
日
中
に
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
の
刊
行
物
と
し
て
発
表
の
予
定
で
あ
る
。　

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

ふ
じ
も
と　

ま
こ
と
／
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
研
究
員
（
人
材
育
成
部

門
）。
最
近
の
著
作
・
論
文
と
し
て
、『
中

小
企
業
に
お
け
る
能
力
開
発
・
人
材
育

成
』（
共
著
）、「
事
業
再
生
過
程
に
お
け

る
人
事
労
務
管
理
と
雇
用
・
労
働
条
件

の
変
化―

事
例
調
査
を
も
と
に
」（
日
本

労
働
研
究
雑
誌
五
四
八
号
、二
〇
〇
六
）

な
ど
。
産
業
社
会
学
専
攻
。

図表10　 就業者個々人の能力を評価する社会的評価基準の必要性と、基準を設ける場合に主
導的な役割を果たすことが望まれる機関

（単位：％、n＝897）

国が主導する 業界団体が主
導する

人事コンサル
タント会社な
ど民間の機関
が主導する

どのような機
関が主導して
もよい

無回答 特に制度を作
る必要はない

自動車整備 17.3 40.7 5.6 10.5 8.0 17.9 
老人福祉 26.9 30.8 2.9 13.5 6.7 19.2 
建物サービス 18.1 27.1 4.9 22.2 4.9 22.9 
美容 12.9 32.9 2.9 15.7 10.0 25.7 
土木建築サービス 22.6 29.2 4.8 11.9 3.6 28.0 
葬祭 17.9 21.4 3.6 14.3 10.7 32.1 
情報サービス 14.7 23.1 3.5 18.2 4.9 35.7 
学習塾 14.0 8.0 10.0 22.0 10.0 36.0 
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特集 ＝ 外国人労働者 6
【提言】
 外国人労働者問題を考える 北浦正行

【論文】
 外国人労働者問題の根源はどこにあるのか 丹野清人
 外国人労働をめぐる法政策上の課題 早川智津子
 外国人労働者の受け入れは何をもたらすのか 中村二朗

【紹介】
 外国人の研修・技能実習制度見直し動向について 渡邊博顕
 外国人労働者の雇用をめぐる相談事例（東京都の労働相談から） 作地清
 ＮＥＣにおける高度外国人人材について 但田潔
 
【論文（投稿）】
 スポーツ活動と昇進 佐々木勝・大竹文雄
 
【書評】
 メアリー・Ｃ・ブリントン著／玄田有史解説・池村千秋訳
 『失われた場を探して――ロストジェネレーションの社会学』 堀有喜衣
 田中堅一郎著『荒廃する職場／反逆する従業員――職場における
 　　　　　　　従業員の反社会的行動についての心理学的研究』 鈴木竜太
 佐藤博樹・武石恵美子編
 『人を活かす企業が伸びる――人事戦略としてのワーク・ライフ・バランス』 藤本哲史

【論文Today】
 「不安定な労働・不安な労働者――過渡期における雇用関係」 高久聡司

【フィールド・アイ】
 在中国日系企業の人材マネジメントのあり方とその課題 白木三秀

588 Jul. 2009

特集 ＝ 教育と労働 7
【提言】
 公教育費支出の増額を 橘木俊詔

【論文】
 教育と労働と社会―教育効果の視点から 矢野眞和
 教育が賃金にもたらす因果的な効果について―手法のサーヴェイと新たな推定
  安井健悟、佐野晋平
 専修学校卒業者の就業実態―職業教育に期待できる効果の範囲を探る 濱中淳子
 富山県「14 歳の挑戦」にみる職場体験の現状と課題 寺崎里水
 女性の高学歴化―学部選択・就職・結婚 石田潤一郞
 子どもの教育成果の決定要因 小原美紀、大竹文雄

【書評】
 伊藤健市／関口定一編著
 『ニューディール労働政策と従業員代表制―現代アメリカ労使関係の歴史的前提』
  長沼秀世
 仁田道夫／久本憲夫編『日本的雇用システム』 平野光俊
 遠藤昇三著『「戦後労働法学」の理論転換』 三井正信

【論文Today】
 「労働時間の趨勢と変動―労働ウェッジによる理解の試み」 村尾徹士

【フィールド・アイ】
 在中国日本人派遣者の現地マネジメント上の課題 白木三秀


